
2003年 出上の木簡

や
ま
が
た
じ
ょ
う

山
予

山
形

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
市
霞
城
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
五
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
五
十
嵐
貴
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
、
近
世

（
三
ハ世
紀
―
一
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
形
城
跡
の
創
建
は
斯
波
兼
頼
に
よ
る
も
の
で
、
延
文
元
年

（
〓
一五
二◇

に
さ
か
の
ぼ
る
。
以
後
斯
波
氏
は
地
名
を
と
り
最
上
氏
を
名
乗
り
、
第

一
一
代

最
上
義
光
の
頃
に
最
大
五
七
万

石
の
近
世
大
名
と
な
る
が
、
後

に
改
易
と
な
る
。
そ
の
後
譜
代

大
名
の
交
替
地
と
な
り
、
水
野

家

（五
万
石
）
で
明
治
に
至
る
。

調
査
地
点
は
本
九
と
ニ
ノ
九

形

を
つ
な
ぐ
大
手
橋
地
点
で
あ
る
。

山

橋
は
木
橋
で
、
遺
構
と
し
て
二

一
本
の
橋
脚
柱
が
現
存
し
て
い

る
。
今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
大
手
橋
の
南
側
の
堀
内
よ
り
出
土
し
た
木
製
部

材
で
あ
る
。
最
大
で
長
さ
約

一
人
○
伽
直
径
約
三
〇
側
の
円
柱
状
で
、　
一
本
の

柱
を
縦
に
三
分
割
し
て
い
る
。
外
面
は

一
端
が
九
み
を
帯
び
た
肩
部
を
持
つ
閉

塞
的
な
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、　
一
方
は
中
心
部
が
到
り
抜
か
れ
、
接
合
す

る
と
円
形
の
袋
状
の
孔
が
開
く
。
内
面
に
は
両
材
を
接
合
す
る
た
め
の
丁
寧
な

細
工
が
施
さ
れ
、
接
合
後
の
部
材
の
ゆ
が
み
や
ズ
レ
を
極
力
排
除
す
る
意
識
が

窺
わ
れ
る
。
主
体
部
を
構
成
す
る
部
材
及
び
接
合
細
材
は
ア
カ
マ
ツ
で
あ
り
、

内
部
の
接
合
材
に
は

一
部
に
ウ
ル
シ
属
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
墨
書
は
片
側
の

主
体
部
の
閉
塞
す
る
端
部
側
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
端
部
を
下
位
に
し
て
倒

立
さ
せ
た
状
態
で
正
対
す
る
。
こ
の
部
材
は
橋
に
関
連
す
る
可
能
性
を
持
つ
が
、

詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「寛
政
四
壬
子
歳

七
月
十
四
日作
之
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞ｏ泉
∞ｏ泉

Ｐ怒

８
∞

寛
政
四
年

（
一
七
九
一
じ
は
、
秋
元
永
朝
が
城
主
の
頃
で
、
明
和
四
年

（
一
七

六
七
）
に
川
越
よ
り
入
封
し
た
秋
元
氏
は
、
天
明

。
寛
政
期
に
山
形
城
を
修
復

す
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
村
木
志
伸

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（五
十
嵐
貴
久
）



範
品
相
帥
‐―――
イー‐‐
げ
陶
∪
▽

剤

‐―――

酬

関

‐ｌ

ｕ

(部分)

新
た
に
釈
読
さ
れ
た
陸
奥
国
荷
札
木
簡

『平
城
宮
木
簡
三
』
に
所
収
の
三
〇
五
人
号
木
簡
で
、
興
味
深
い
文
字

が
判
読
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。
某
郡
の
贄
荷
札
で
、
国
郡
名
は
読
め
て

い
な
か
っ
た
。
保
存
処
理

・
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
活
用
に
よ
り
、
釈

読
が
進
ん
だ
。

国
名
の
一
文
字
目
は
こ
ざ
と
偏
の
文
字
で
、
労
に
は
四
本
ほ
ど
の
横
画

が
あ
る
。
郡
名
は

「石
取
」
か

「名
取
」
。
『同
四
』
四
〇
二
四
号
木
簡
の

「陸
奥
」
字
な
ど
と
比
較
し

「陸
奥
国
名
取
郡
」
と
確
認
し
た
。
ま
た

「御
贄
」
の
上
は

「布
」
と
判
読
さ
れ
、
郷
名
で
な
く
品
名
で
あ
ろ
う
。

昆
布
と
推
測
さ
れ
る
が
そ
の
種
類
は
不
明
。
新
釈
文
は
以
下
の
通
り
。

「陸
奥
国
名
取
郡
口
□
布
御
贄
壱
籠
日
日

日
□
　
天
平
元
年

＝

＝

十

一
月

十

五

日

」
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（馬
場
　
基
）




